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近年、観光教育が盛んだ。観

光立国推進基本法でも高等教育

における観光人材育成充実の施

策を行うととが明記され、観光

学を教える大学や大学院が増加

した。実践的な教育を展開する

大学もあり、これを受験生向け

のPRにすることも多い。

一方で地域と密接に関わる教

育研究を進める大学に対する文

部科学省の後押しもある。

2013年度から実施された「地

（知）の拠点整備事業（大学coc
事業）Jである。地域を志向し

た教育、研究、地域貢献を進め

る大学への支援事業で、13年

度は52件が採択された。今回

とり上げる奈良県立大もその←

つである。

奈良市観光振興プロジ‘エクト

このような状況でよく見られ

るようになったのが産業界と大

学の連携事業である。今回は、

奈良県奈良市を取り上げ、産学

連携のあり方について考察した

い。
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盛んになる大学の観光教育
産学連携の最適な形とは？

奈良県奈良市にある奈良県立

大学は11年10月に奈良信用金

庫と地域振興に関する連携協定

を締結した。それに基づいて

「なら観光シンポジウム」が

12年8月までに3回開催され、

同9月！こは「奈良市観光振興ブ

ロジ、工クト」が発足。このブロ

ジ、工クトの目的は「奈良市の重

要産業である 『観光振興』を具

体化させるべく、調査・検討を

行い、実効性のある取り組みを

提言すること」だ。

ここで、産学連携で陥りがち

なパターンを示しておこう。す

でに決まっているパッケージに

学生が思いついた企画を落とし

込むのがその一つだ。学生たち

は、大人たちの必要から実施さ

れる産学連携事業の渦中lこ「良

い経験に芯るJ「学びになるJ
と言って放り込まれる。思いつ

いたアイデアを元に企画ブレゼ

ンをさせられ「学生らしい斬新

なアイデア」というマジックワ

ードで評価される。あとは企業

の子で商品や企画が完成し販売

される。学生は当日スタッフと

して無給で働き、地域の人やお

客様とのふれあいが楽しめるこ

とで、良い経験に芯ったと満足

し、何かを成し遂げたような気

持ちになる。これでは、教育的

効果は低いし、連携による新た

芯商品開発にもつながっている

とはいいがたい。

既存調査の分析と新規調査

奈良市観光ブロジ、工ク卜は、

前述したような形だけの連携事

業とは一線を画している。

ます＼奈良市観光入込客数調

査報告（1 1年分）の分析が始

め5れた。初めに奈良市の観光

入込客数推移を確認している。

10年度は平城遷都1300年で

1.842万人を記録したが、そ

の水準は継続せず、 11年度に

は1.313万人と大きく数字を

減うしたことを確認。さらに、

観光庁による宿泊旅行統計調査

( 1 1年度版）の結果から、奈

良の延べ宿泊客数が日本国内で

46位である事実を指摘する。

次に、この現状の詳細につい

て12年12月に2つの独自調査

（宿泊施設実態調査、宿泊客実

態調査）を実施。宿泊施設への

調査でリピータ一率や稼働率が

産学連携を進める奈良県立大学
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信用金庫スタッフと学生によっ

て取り組みについて発表が芯さ

れた。会場には多くの関係者や

市民が訪れて、熱のこもった発

表に聞き入っていた。発表後の

反響も大きかったという。

ノ

今回の取り組みはPOCAサ

イクルのPLANの段階だ。産学

連携は時聞がかかる。今回のブ

口ジ、工クトに奈良信用金庫から

参加する植木香氏は言う。「分

析・提言はあくまで机上のもの

です。実行して初めてプロジェ

クトが成り立ちます。このプロ

ジ、工クトはこれからが本番j

産学連携の魅力は、多様なア

クターがそれぞれの特色を生か

して協働し、創造的な取り組み

を行えること、そして、その過

程で協力関係を築いていけると

とである。長い助走を経て、こ

こからジャンブする奈良市観光

振興ブロジ、工ク卜。ここかう何

が飛び出してくるのか楽しみで

ならない。

t今後のポイント

うせてもらった。マップ制作を

きっかけにコンテンツ作成の方

法やスケジ、ユール管理の大切さ、

情報をどのように見せるのかに

ついて学生iこ指導する良い機会

になった。信用金庫は学生がマ

ップ作成に必要とした経費を積

極的に負担してくれた。実はこ

の点は非常に重要である。産学

連携の場面では「学生を使えば

金がかからない」という思惑が

透けて見えることがある。それ

では良いものは生まれにくい。

「ボランティアだから」と学生

の責任感も弱まる。さらに、 奈

良県立大学からは会議に学長が

出席していたことも大きい。若

手教員を動員し、全てを背負わ

せるケースもあると聞くが、学

長自ら会議｜こ出席することで現

場は動きやすくなる。信用金庫

の若手スタッフや学生が現場で

ともに汗をかき、取り組むこと

ができる環境が整備されていた

ように思う。

13年ll月には第5回「なう

観光シンポジウムJが聞かれ、

低い宿泊施設が多いことを、そ

して、宿泊客への調査で、奈良

での宿泊理由を明らかにした

（図 1）。この結果を見ると、

「寺社・仏閣」を挙げた宿泊客

の割合が7割をとえ、「奈良市の

街歩き」「奈良市以外の観光」

が続くが、 25.6%、11.2%と、

l位との差が大きし1。

これらから奈良の宿泊者数を

上げるためには、誘客力のある

寺社・仏閣を活用しながらも、

それ以外の魅力を含んだ街歩き

の促進、奈良市以外の資源の周

知、あるいは、保養やスポーツ、

グルメ、イベン卜と言った新た

な価値観の提案などが必要とな

る。データ分析の結果を元にブ

ロジ工クトは大きく2つの取り

組みを実施する。学生による

「奈良イケメン仏像マップJ

（図2）制作、信用金庫スタッ

フと学生による宿泊観光プログ

ラム提案「奈良の過ごし方100

のコンテンツ」だ。

著者は「奈良イケメン仏像マ

ップJの制作指導としてかかわ 回

一一」
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